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町の位置（役場） 北緯 34度51分　東経 135度51分　海抜 118メートル
町の面積　　 58.26平方キロメートル
人のうごき　　人口 9,888人（－9）　男 4,928人（－2）　女 4,960人（－7）
　　　　　　　　　出生 4人　 死亡 9人　 転入 23人　 転出 27人
　　　　　　　　　世帯数 3,471世帯（+6）
　　　　　　　　　※平成24年７月１日現在の数値。　（　）内は前月との比較。
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楽しい川遊びにするために

　川遊びは、自然とふれ合う楽しいひとときです。けれども、
川は急に増水するなど危険な一面もあります。大人の皆さんの
目配り、心配りで水難事故を防ぎましょう。

● 川へは一人や子どもだけでは行かない。
● 立入禁止の川では、絶対遊ばない。
● 次の場合はすぐ川から出てください。

・雨が降ってきたとき（橋の下で雨宿りせずに川から出ましょう）
・カミナリが鳴ったとき
・川の水がにごってきたとき
・木の枝やごみが流れてきたとき

山田知事・奥田町長と
意見交換しませんか
「和ぃ和ぃミーティング」

　　山田啓二京都府知事と奥田光治町長
　が、地域でのさまざまな課題などについ
　て、住民の皆さんからの質問にお答えし
ます。知事や町長と意見交換しませんか。

多数のご参加をお待ちしています。

日　時　８月18日土　午後３時30分～５時
場　所　総合文化センター研修室１　※定員70名（先着順）
　　　　　申込み不要。当日、直接会場にお越しください。

テーマ　知事と町長と宇治田原町について語ろう！
　　　　・お茶、道路、林業など

■問 京都府広報課（☎075－414－4071）／総務課（☎88－6631）

京都府広報監　まゆまろ

茶ッピー

夏
、
本
番
。

クール
スポット 住民プールへ出かけよう！
開場日時　８月31日㊎まで（毎週㊋休場）
　　　　　午前10時～午後４時
入場料　▶大人＝200円▶小・中学生＝150円
　　　　▶小人＝100円（保護者の同伴必要）

節電対策に８月１日▶11日は無料開放します。

■問 住民体育館（☎88－4567）

保育ルーム

対象＝生後６か月～就
学前のお子さん
　利用をご希望される
場合は、８月８日まで
に京都府広報課までお
申込みください。
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ほかにもある 
移動や交通に関する

こんな取組

奥
山
田
、
湯
屋
谷
地
区
住
民

の
生
活
の
足
を
確
保

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
支
援

　

奥
山
田
区
と
湯
屋
谷
区
で
は
、

乗
り
入
れ
て
い
た
路
線
バ
ス
の

運
行
廃
止
を
受
け
て
、
両
区
で

運
営
委
員
会
を
発
足
。
平
成
12

年
度
か
ら
「
奥
山
田
～
湯
屋
谷

～
維
中
前
バ
ス
停
」
の
ル
ー
ト

で
、
１
日
約
20
便
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
を
自
主
運
行
し
て
い

ま
す
。
町
で
は
、
運
営
委
員
会

発
足
以
来
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス
の
運
行
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
運
行

車
両
が
変
わ
り
ま
す

募
集
広
告
概
要　

▽
規
格
＝
２
枠

（
１
枠
の
サ
イ
ズ
：
バ
ス
後
部
…

縦
４
３
０
㎜
×
横
７
６
０
㎜
、

バ
ス
側
面
…
縦
４
３
０
㎜
×
横

８
０
０
㎜
）▽
掲
載
料
＝
１
枠
・

月
額
１
，０
０
０
円
▽
運
行
ル
ー

ト
＝
茶
屋
村
～
湯
屋
谷
～
維
中

前
バ
ス
停

募
集
期
限　

８
月
14
日
（
火
）

申
込
み　

デ
ザ
イ
ン
案
を
窓
口

に
持
参

掲
載
の
決
定　

応
募
が
３
件
以

上
あ
っ
た
場
合
は
公
開
抽
選
に

よ
り
決
定

■問
・
■申
奥
山
田
区
・
湯
屋
谷
区

バ
ス
運
営
委
員
会
事
務
局（
企
画
・

財
政
課
内
☎
８
８-

６
６
３
２
）

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
車
外

有
料
広
告
募
集

社
会
参
加
を
促
進

①
福
祉
タ
ク
シ
ー
事
業

　

外
出
困
難
な
重
度
障
が
い
者

を
対
象
に
「
福
祉
タ
ク
シ
ー
等
利

用
券
」
を
交
付
し
、
タ
ク
シ
ー
料

金
及
び
自
動
車
燃
料
代
金
の
一

部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。
交
付

は
１
年
度
に
１
回
。
対
象
者
で

今
年
度
の
利
用
券
の
交
付
を
受

け
て
い
な
い
方
は
福
祉
課
ま
で
。

対
象

①
▼
視
覚
障
が
い
＝
１
級
・
２

級
▼
下
肢
、
体
幹
機
能
障
が

い
＝
１
級
・
２
級
▼
心
臓
、

じ
ん
臓
、
呼
吸
器
、
ぼ
う
こ

う
、
直
腸
、
小
腸
、
免
疫
、

肝
臓
機
能
障
が
い
＝
１
級

②
療
育
手
帳
＝
Ａ

③
じ
ん
臓
機
能
障
が
い
で
人
工

透
析
を
受
け
て
い
る
方
（
障

が
い
等
級
不
問
）

利
用
券
の
交
付　

１
人
に
１
年
分

１
２
，０
０
０
円
分
。
右
記
①

と
③
両
方
に
該
当
す
る
方
は
２

４
，０
０
０
円
分
を
交
付

利
用
方
法　

町
と
契
約
し
て
い
る

各
タ
ク
シ
ー
会
社･

町
内
給
油
所

に
お
い
て
、「
タ
ク
シ
ー
券
」ま
た

は「
ガ
ソ
リ
ン
券
」と
し
て
利
用

■問
・
■申
福
祉
課（
☎
８
８-

６
６
３
５
）

②
移
送
サ
ー
ビ
ス
事
業

　

公
共
交
通
機
関
の
利
用
が
難

し
い
方
を
対
象
に
、
医
療
機
関

へ
出
か
け
る
場
合
な
ど
へ
の
送

迎
を
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力

に
よ
り
行
っ
て
い
ま
す
。

対
象

①
身
体
障
害
者
手
帳
１
～
３
級

各
１
種
（
機
能
制
限
あ
り
）

②
療
育
手
帳
＝
Ａ

③
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

１
級

④
要
介
護
認
定
３
以
上

送
迎
範
囲　

町
内
・
井
手
町
・

京
田
辺
市
・
宇
治
市
・
城
陽
市

利
用
日　

月
～
金
曜
日

利
用
料　
（
片
道
）
▼
町
内
２
５

０
円
▼
町
外
５
０
０
円

■問
・
■申
健
康
長
寿
課
（
☎
８
８-

６
６
３
６
）

今年の夏休みは エコな おでかけ！
地球にやさしいノーマイカー促進事業

エコ・バスファミリー
▶８月26日まで

大人１人分の運賃で
同伴の小学生以下２人まで無料 ■問 企画・財政課（☎88－6632）

　町内発着の京阪宇治バスの路線バスで、降車
時に指定のチケットを運賃箱に入れると、大人
１名の運賃で同伴の小学生以下２名までの運賃
が無料になります。チケットは、役場、総合文
化センター、住民プールに備え付けています。

８月から運行車両が、写真の車両
（７月まで福祉バスとして使用し
ていた車両）に変わります。

今月
から

「福祉バス」
運行ルートを拡充

マイクロバス１台をワゴン車両「茶ッピー号」へ
■問 企画・財政課（☎88－6632）

　

町
で
は
、
利
用
者
の
利
便
性

の
向
上
を
図
る
た
め
、
８
月
か

ら
福
祉
バ
ス
の
運
行
ル
ー
ト
を

拡
充
し
ま
す
。

　

こ
の
拡
充
に
伴
い
、
運
行
車

両
１
台
を
、
ま
ち
の
マ
ス
コ
ッ

ト
「
茶
ッ
ピ
ー
」
が
デ
ザ
イ
ン

さ
れ
た
ワ
ゴ
ン
車
に
変
更
し
ま

す
。

▼
南
ル
ー
ト

南
公
民
館
か
ら
符
作
地
域
に

入
り
、
名
村
橋
か
ら
切
林
地

域
へ
乗
入
れ
し
ま
す
。

▼
北
ル
ー
ト

隠
谷
地
域
へ
乗
入
れ
し
ま
す
。

　

現
行
車
両
の
マ
イ
ク
ロ
バ
ス

２
台
の
う
ち
、
１
台
を
ワ
ゴ
ン

車
に
小
型
化
し
ま
し
た
。
こ
の

車
両
は
、
ま
ち
の
マ
ス
コ
ッ
ト

「
茶
ッ
ピ
ー
」を
皆
さ
ん
に
も
っ

と
知
っ
て
も
ら
お
う
と
「
茶
ッ

ピ
ー
号
」
と
名
付
け
、
側
面
に

茶
ッ
ピ
ー
の
イ
ラ
ス
ト
を
デ
ザ

イ
ン
し
て
い
ま
す
。

　

デ
ザ
イ
ン
は
、
維
孝
館
中
学

校
の
原
田
雪
華
さ
ん
（
１
年
）

と
上
島
彩
楽
さ
ん
（
同
）
の
作

品
を
採
用
し
た
も
の
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
２
台
の
車
両
が

南
・
北
の
２
ル
ー
ト
を
毎
月
交

互
に
運
行
し
て
い
ま
し
た
。
８

月
か
ら
各
ル
ー
ト
を
運
行
す
る

車
両
を
固
定
し
ま
す
。

　

乗
り
間
違
え
に
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

▼
南
ル
ー
ト

ワ
ゴ
ン
車
（
茶
ッ
ピ
ー
号
）

▼
北
ル
ー
ト
・
高
尾
ル
ー
ト

マ
イ
ク
ロ
バ
ス（
な
ご
み
号
）

　

運
行
ル
ー
ト
の
拡
充
に
伴
い

運
行
ダ
イ
ヤ
を
一
部
変
更
し
ま

す
。
新
し
い
時
刻
表
・
運
行
ル
ー

ト
図
を
７
月
中
に
区
・
自
治
会

を
通
じ
て
各
ご
家
庭
に
お
届
け

し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
確
認
く

だ
さ
い
。
な
お
、
役
場
や
総
合

文
化
セ
ン
タ
ー
な
ど
公
共
施
設

に
も
備
え
付
け
て
い
ま
す
。

茶ッピー号は
維中生２人が
デザイン

ルートごとに
車両を固定
します

運行ダイヤを
一部変更

拡充する
運行ルート

　　　オレンジ色のポケットサ
　　　イズ時刻表。役場や総合
文化センターに置いています。

茶ッピー号（ワゴン車）

なごみ号（マイクロバス）

福祉バスとは

広報うじたわら 平成24年8月号03

あなたの街の近くで便利なJAです。 ちょきんぎょ®

お問合せはお近くのJA窓口又は渉外担当者へ

宇治田原町支店（0774）88－2034

次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
を

家
庭　
学
校　
地
域　
で
育
む

　

近
年
、
青
少
年
に
よ
る
犯
罪

の
凶
悪
化
・
低
年
齢
化
が
進
行

す
る
と
と
も
に
、「
い
じ
め
」
の

悪
質
化
な
ど
子
ど
も
の
命
を
脅

か
す
事
案
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

　

携
帯
電
話
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
な
ど
、
子
ど
も
た
ち
を
取
り

巻
く
環
境
が
、
こ
れ
ま
で
と
比

べ
て
著
し
く
変
化
し
て
い
る
中
、

心
豊
か
な
子
ど
も
た
ち
を
い
か

に
育
ん
で
い
く
の
か
。
安
心
・

安
全
を
確
保
し
て
い
く
の
か
。

私
た
ち
大
人
が
今
、
し
っ
か
り

と
考
え
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で

で
き
る
こ
と
を
し
、
互
い
に
連

携
し
た
取
組
を
進
め
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

大
人
が
変
わ
れ
ば
子
ど
も
も

変
わ
る

青
少
年
対
策
協
議
会

　

心
豊
か
な
宇
治
田
原
っ
子
の

育
成
に
向
け
て
、
各
種
団
体
で

構
成
さ
れ
て
い
る
本
協
議
会
で

は
、
家
庭
・
学
校
・
地
域
社
会

が
一
体
と
な
っ
た
取
組
を
推
進

し
て
い
ま
す
。

主
な
活
動
内
容

▼
町
内
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル

夏
休
み
期
間
中
週
１
回
、
夜
間

に
お
い
て
社
会
福
祉
協
議
会
児

童
青
少
年
福
祉
部
会
等
と
連
携

し
て
行
い
ま
す
。

▼
あ
い
さ
つ
・
声
か
け
運
動

　

毎
週
第
３
木
曜
日
（
夏
休
み

期
間
中
除
く
）
に
町
内
通
学
路

で
児
童
・
生
徒
に
あ
い
さ
つ
・

声
か
け
。

▼
小
・
中
学
生
主
張
大
会

　

児
童
・
生
徒
た
ち
が
自
分
の

考
え
や
主
張
し
た
い
こ
と
を
発

表
。
日
頃
聞
け
な
い
青
少
年
の

思
い
や
考
え
を
理
解
し
、
次
代

を
担
う
青
少
年
の
健
全
育
成
に

活
か
す
。
▽
日
時
＝
11
月
17
日

（
土
）
午
後
１
時
30
分
～ 

▽
場

所
＝
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

■問
青
少
年
対
策
協
議
会
事
務
局

（
教
育
委
員
会
教
育
課
内 

☎
８

８-

５
８
５
０
）

児
童
の
登
下
校
を
よ
り
安
心
に

見
守
り
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
隊

児
童
の
安
全
で
健
や
か
な
活

動
場
所
づ
く
り

放
課
後
子
ど
も
教
室

　

見
守
り
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
隊

の
皆
さ
ん
は
、
毎
日
、
通
学
路

に
立
ち
声
を
か
け
た
り
、
児
童

と
一
緒
に
歩
い
た
り
。

　

田
原
・
宇
治
田
原
小
学
校
の

児
童
が
、
安
心
・
安
全
に
登
下

校
で
き
る
よ
う
、
地
域
で
子
ど

も
た
ち
を
見
守
る
活
動
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　

放
課
後
の
児
童
の
安
全
で
健

や
か
な
活
動
場
所
づ
く
り
と
し

て
、「
放
課
後
子
ど
も
教
室
（
ま

な
び
茶
ろ
ん
）」
を
開
設
し
て

い
ま
す
。
小
学
校
区
ご
と
に
、

小
学
校
施
設
を
活
用
し
て
地
域

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
に
支
え

ら
れ
な
が
ら
、
学
習
や
ス
ポ
ー

ツ
・
文
化
活
動
を
毎
週
水
曜
日

の
放
課
後
１
時
間
半
程
度
行
っ

て
い
ま
す
。（
夏
休
み
中
と
９

月
は
あ
り
ま
せ
ん
）

　

住
民
・
関
係
団
体
・
事
業
者
・

警
察
・
町
が
緊
密
に
連
携
し
、

防
犯
活
動
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

防
犯
推
進
の
ぼ
り
旗
の
町
内
各

金
融
機
関
等
へ
の
設
置
や
青
色

安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
を

地
域
防
犯
推
進

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
議
会

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
カ
ー
に
よ
る

夜
間
パ
ト
ロ
ー
ル
の
実
施
な
ど
、

安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
を

め
ざ
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

一
人
ひ
と
り
の
防
犯
意
識
を

高
め
、
犯
罪
の
な
い
明
る
い
地

域
社
会
の
実
現
に
ご
協
力
願
い

ま
す
。

■問
町
地
域
防
犯
推
進
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
協
議
会
事
務
局
（
総
務
課
内

☎
８
８-

６
６
３
１
）

■問
教
育
委
員
会
教
育
課
（
☎
８
８-

５
８
５
０
）

コンビニをパトロール。店員にも状況を確認。

子どもたちが横断歩道を渡りきったのを確認。

家庭でできる非行防止
夏休み　特に注意をすべきこと

１　夜間の外出は許さない！
　理由もなく深夜に出歩く、コンビニでたむろすることを深夜はいかいと言います。開放感とともに誤っ
た感情で自制心が失われ、非行に繋がりやすく、また昼と夜のリズムが逆転し、生活のリズムも乱れます。

２　外泊許可はよく考えて！
　基本的に友人宅の外泊にはデメリットが多く、許可するには検討が必要です。必ず外泊先の保護者と
事前に連絡を取り、深夜の外出・自室内のタバコ等不健全行為に注意をしてください。

３　インターネットはルールを決めて！
　夏休みは親の目が届かなくなるため、子どもが自宅のパソコンを利用しやすくなります。トラブルに
巻き込まれぬよう、利用方法について話し合うとともに、ルールを作り利用させましょう。

　子育ては夫婦が尊重し協力しあうものです。家庭の中での「あいさつ」や「きちんと褒め、きちんと叱る」
など、子どもと接するときの基本が大切となります。

子どもを地域ぐるみで育みましょう

　夏休みは、子どもたちにとって、開
放感でいっぱいのときであり、自主的
な経験を積み重ねて最も成長するとき
でもあります。
　大人が、子どもたちのちょっとした
変化を見逃さず、いち早くキャッチし
是正することが大切です。それには、
大人たちが地域ぐるみで子どもを見
守っていくことが必要です。
　大きく成長した宇治田原っ子たちが
新学期、明るく元気に登校できるよう、
家庭・学校・地域・警察が連携して
　　　　　　取り組んでいきましょう。

田原交番相談員
　　山口　博司さん

夏休みは重点的に活動します

　最近、少年による事件事故が頻繁
に報道されているように、青少年を取
り巻く問題は依然として多く、このよ
うな中で今年も夏休みを迎えておりま
す。長い休みは、気持ちの緩みや生
活リズムの乱れなど、事故や誘惑に巻
き込まれるおそれがあります。
　当協議会では、日ごろから関係団
体とも連携を図る中で、青少年の健
全育成に取り組んでいます。より良い
新学期のスタートをきるために、皆さん
のご理解とご協力をお願いします。

青少年対策協議会
　会長　今西　峰和さん
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■問＝問合せ先　■申＝申込先

あなたとともにまちづくり

茶の里　伝言板

Town information & news

と
お
り
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
制
度
の
利
用

に
関
わ
ら
ず
、
多
く
の
情
報

を
提
供
す
る
と
と
も
に
住
民

の
皆
さ
ん
の
個
人
情
報
の
適

正
保
護
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　
「
情
報
公
開
制
度
」
は
、町
が

保
有
す
る
公
文
書
の
開
示
等
の

　

町
で
は
、
住
民
参
加
の
ま

ち
づ
く
り
お
よ
び
信
頼
さ
れ

る
町
政
を
め
ざ
し
て
、「
情

報
公
開
制
度
」
お
よ
び
「
個

人
情
報
保
護
制
度
」
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　

平
成
23
年
度
に
お
け
る
両

制
度
の
実
施
状
況
は
左
表
の

　18歳未満の子どもさんのいる
ご家庭には、プレミアムカードを
役場福祉課へお申し出ください。

　地域のみなさんといっ
しょに、この町の人々を
応援します。

宇治田原町商業振興協同組合

毎週日曜日に新聞折込してます
快適住まいのリフォーム

パナソニックのリファインショップ

介護保険対象工事・太陽光発電・オー
ル電化・バリアフリー改修・省エネ
改修・耐震改修・火災報知機承ります。
ネットで検索
リファイン京田辺

京田辺
リファイン

京田辺市三山木西荒木６　お問合せ
通話料無料　0120（806）200へ

引
き
続
き
節
電
へ
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

節電期間

9月7日金までの

平日午前９時▶午後８時

（特に午後１時▶４時）

　

こ
の
間
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
に

よ
り
電
力
需
給
は
安
定
し
た
状

　
　
　

況
に
あ
り
ま
す
。
節
電

　
　
　

目
標（
平
成
22
年
度
比
）

は
15
％
か
ら
10
％
に
緩
和
さ
れ

ま
し
た
が
、
暑
さ
が
厳
し
く
な

る
こ
れ
か
ら
の
期
間
、
引
き
続

き
、
ご
家
庭
で
の
節
電
に
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

①
家
庭
の
中
で
特
に
電
気
消
費

量
が
多
い
の
は
、エ
ア
コ
ン
、

冷
蔵
庫
、
照
明
、
テ
レ
ビ
の

４
つ
で
す
。
こ
れ
ら
を
上
手

に
使
う
こ
と
で
、
効
果
的
に

節
電
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
高
齢
者
や
お
子
さ
ん
の
い
る

家
庭
で
は
、
こ
ま
め
な
水
分

補
給
な
ど
、
熱
中
症
に
は
十

分
気
を
付
け
て
無
理
の
な
い

範
囲
で
の
取
組
に
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

②
電
力
の
使
用
は
、日
中
の
ピ
ー

ク
時
を
避
け
て
く
だ
さ
い
。

③
図
書
館
や
映
画
館
の
利
用
、

買
い
物
な
ど
ク
ー
ル
ス
ポ
ッ

ト
（
涼
し
い
所
）
に
出
掛
け

る
な
ど
、
昼
間
電
気
を
使
わ

な
い
よ
う
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

住
民
プ
ー
ル
を
無
料
開
放
し
て

い
ま
す

　

町
で
は
住
民
プ
ー
ル
を
、
８

月
１
日
～
11
日
の
間
（
７
日
は

休
み
）、
無
料
開
放
し
ま
す
。

ぜ
ひ
家
族
お
そ
ろ
い
で
来
場
く

だ
さ
い
。
▼
利
用
時
間
＝
午
前

10
時
～
午
後
４
時
。

計
画
停
電
の
お
知
ら
せ

　

計
画
停
電
は
原
則
、
実
施
し

な
い
と
な
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

万
が
一
に
備
え
て
、
準
備
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

計
画
停
電
は
、
電
力
供
給
エ

リ
ア
を
グ
ル
ー
プ
に
分
け
て
２

時
間
程
度
の
停
電
が
設
定
さ
れ

て
い
ま
す
。
ご
自
宅
が
ど
の
グ

ル
ー
プ
に
属
す
る
か
は
、
関
西

電
力
か
ら
契
約
者
あ
て
に
送
ら

れ
る
「
万
が
一
の
備
え
と
し
て

の
計
画
停
電
の
お
知
ら
せ
」
で

確
認
く
だ
さ
い
。
こ
の
ほ
か
不

明
な
点
は
関
西
電
力
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

万
が
一
、
実
施
さ
れ
る
場
合

は
、
関
西
電
力
か
ら
テ
レ
ビ
等

を
通
じ
て
広
報
さ
れ
ま
す
。
町

も
広
報
車
に
よ
る
周
知
を
行
い

ま
す
。

　

皆
さ
ん
ご
自
身
も
計
画
停
電

の
情
報
に
注
意
を
し
て
お
い
て

く
だ
さ
い
。

計
画
停
電
の
問
合
せ
先

・
関
西
電
力
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
（http://w

w
w

.kepco.co.jp/

）

・
関
西
電
力
お
問
合
せ
専
用
ダ

イ
ヤ
ル（
☎
０
１
２
０-

９
１

１-

７
７
７
）▼
受
付
時
間
▽

平
日
＝
午
前
９
時
～
午
後
８

時
▽
土
・
日
曜
日
、
祝
日
＝

午
前
９
時
～
午
後
５
時
30
分

■問
建
設
・
環
境
課
（
☎
８
８-

６

６
３
９
）
／
総
務
課
（
☎
８
８-

６
６
３
１
）

平成23年度の両制度の実施状況をお知らせします
信頼される町政をめざして ■問企画・財政課　☎88－6632

「情報公開制度」「個人情報保護制度」

絞
り
。
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
や
び

ん
の
底
で
ギ
ュ
ギ
ュ
ッ
と
押

し
絞
れ
ば
、
手
も
汚
さ
ず
簡

単
。

▼
じ
ゃ
が
い
も
・
に
ん
じ
ん
な

ど
の
野
菜
は
、
洗
う
前
に
皮

を
む
く
。
野
菜
く
ず
は
三
角

コ
ー
ナ
ー
に
入
れ
ず
、
ザ
ル

な
ど
に
入
れ
水
に
濡
ら
さ
な

い
よ
う
に
す
る
。
さ
ら
に
も

う
ひ
と
手
間
か
け
て
天
日
干

し
を
す
る
と
一
層
効
果
的
。

▼
こ
の
ほ
か
の
生
ご
み
減
量
の

ポ
イ
ン
ト
は
、
❶
食
べ
る
分

だ
け
買
い
、
使
い
切
る
❷
作

り
す
ぎ
な
い
❸
エ
コ
ク
ッ
キ

ン
グ
に
挑
戦
❹
生
ご
み
処
理

機
の
活
用
。

　

家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
る

「
燃
や
す
ご
み
」
の
半
分
は

水
分
で
す
。
そ
の
多
く
は
生

ご
み
に
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

水
分
が
多
い
と
、
そ
の
重
さ

で
ご
み
袋
が
や
ぶ
れ
、
集
積

所
に
ご
み
が
散
ら
ば
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
ご
み

が
燃
え
に
く
く
な
り
、
焼
却

処
理
が
困
難
に
な
り
ま
す
。

　

ご
み
の
減
量
に
は
、
生
ご

み
の
水
分
を
減
ら
す
こ
と
が

大
変
効
果
的
で
す
。「
水
切
り
」

の
ひ
と
手
間
で
、
ご
み
の
量

と
臭
い
も
抑
制
で
き
ま
す
。

各
家
庭
で
も
「
ギ
ュ
ッ
と
も
う

ひ
と
し
ぼ
り
」、
水
切
り
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ごみダイエットに挑戦！
「燃やすごみ」の半分は水分 ■問建設・環境課　☎88－6639

家庭ごみ減量

▼
三
角
コ
ー
ナ
ー
に
ネ
ッ
ト

を
取
り
付
け
、
一
杯
に
な

れ
ば
ネ
ッ
ト
ご
と
に
ひ
と

家
庭
で
生
ご
み
ダ
イ
エ
ッ
ト

水
分
を
減
ら
す
工
夫

手
続
を
定
め
た
制
度
で
す
。

　
「
個
人
情
報
保
護
制
度
」

は
、
個
人
情
報
を
保
護
す

る
た
め
、
情
報
の
取
扱
い

に
関
す
る
基
本
的
な
ル
ー

ル
を
定
め
、
自
己
に
関
す

る
個
人
情
報
の
開
示
等
の

手
続
を
定
め
た
制
度
で
す
。

平成23年度　情報公開制度実施状況

平成23年度　個人情報保護制度実施状況
１　個人情報取扱事務の件数（平成24年３月31日現在）

２　各種請求の状況
　開示請求等はありませんでした。

※文書不存在につき請求却下

件　数
処 　 理 　 状 　 況

開　示 非開示 その他
開示請求 1 0 0 （※）1
開示申出 2 2 0 0

実 　 施 　 機 　 関 　 名 件　数
町　　　長（水道事業管理者としての町長を含む） 289
教育委員会 70
選挙管理委員会 9

1監 査 委 員
公平委員会 1

4農業委員会
固定資産評価審査委員会 2

12議　　　会
計 388

広報うじたわら 平成24年8月号05

新委員に、髙田美智子さん（岩山）を委嘱
７月３日に伝達式 ■問戸籍・保険課　☎88－6634

人権擁護委員

　

７
月
１
日
付
け
で
法
務

大
臣
よ
り
、
髙
田
美
智
子

さ
ん
（
岩
山
）
が
、
人
権

擁
護
委
員
に
新
た
に
委
嘱

さ
れ
ま
し
た
。

　

３
日
に
は
役
場
町
長
室

で
、
上
野
勝
明
京
都
地
方

法
務
局
宇
治
支
局
長
よ
り

委
嘱
状
の
伝
達
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
任
期

は
平
成
27
年
６

月
ま
で
の
３
年

間
。

　

今
回
の
委
嘱

に
よ
り
、本
町
の

人
権
擁
護
委
員

は
、
髙
田
さ
ん

を
含
め
て
４
名

と
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
現
在

の
人
権
擁
護
委

 Welfare

福祉
児
童
扶
養
手
当
制
度

特
別
児
童
扶
養
手
当
制
度

■問 ･■申総務課（☎88－6631）

宇治田原の今を伝える情報紙

「町民の窓」

有料広告を
募集します

る
方
に
あ
て
て
、「
現
況
届
」、

「
所
得
状
況
届
」
を
送
付
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
１
年
に
１

度
、
手
当
を
引
き
続
き
受
給
し

て
い
た
だ
け
る
か
ど
う
か
を
確

　
「
ひ
と
り
親
家
庭
」
や
「
障

が
い
の
あ
る
お
子
さ
ん
の
い
る

家
庭
」
な
ど
を
対
象
に
支
給
し

ま
す
。
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る

場
合
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。
な
お
、
所
得
制
限
な
ど
支

給
に
要
件
が
あ
り
ま
す
。

受
給
中
の
方
は
「
現
況
届
」「
所

得
状
況
届
」
の
提
出
を

　

現
在
、
児
童
扶
養
手
当
・
特

別
児
童
扶
養
手
当
を
受
け
て
い

認
す
る
た
め
に
必
要
な
手
続
き

で
す
。
必
要
事
項
を
記
入
の
う

え
、
期
間
中
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。提
出
さ
れ
な
い
場
合
は
、

手
当
の
支
給
が
止
ま
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。ご
注
意
く
だ
さ
い
。

提
出
受
付
期
間

▼
児
童
扶
養
手
当
＝
８
月
１
日

（
水
）
～
31
日
（
金
）

▼
特
別
児
童
扶
養
手
当
＝
８
月

13
日
（
月
）
～
９
月
10
日
（
月
）

■問
・
■申
福
祉
課
（
☎
８
８-

６
６

３
５
）

母
子
家
庭
人
間
ド
ッ
ク

　

母
子
家
庭
の
母
親
と
寡
婦
の

健
康
管
理
の
一
助
に
、
無
料
で

半
日
の
人
間
ド
ッ
ク
を
行
い
ま

す
。

対
象　

府
内
在
住
の
母
子
家
庭

の
母
親
お
よ
び
寡
婦
で
、
平
成

24
年
４
月
１
日
現
在
で
65
歳
未

満
の
方
（
寡
婦
は
国
民
健
康
保

険
加
入
者
に
限
る
）

実
施
期
間　

11
月
～
平
成
25
年

３
月

実
施
場
所　

京
都
第
一
赤
十
字

病
院
健
診
セ
ン
タ
ー

申
込
み　

申
込
書
に
、
80
円
切

手
を
貼
っ
た
返
信
用
封
筒
を
添

え
て
提
出
。
定
員
を
超
え
た
場

合
は
受
診
で
き
な
い
場
合
あ
り

申
込
期
限　

９
月
７
日
（
金
）

■問
・
■申
山
城
北
保
健
所
綴
喜
分

室
（
☎
６
３-

５
７
４
７
）
／

福
祉
課
（
☎
８
８-

６
６
３
５
）

福
祉
医
療
制
度

　
「
お
年
寄
り
」
や
「
障
が
い
の

あ
る
方
」、「
母
（
父
）
子
家
庭

の
児
童
と
そ
の
親
」
が
安
心
し

て
医
療
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
、

自
己
負
担
を
軽
減
す
る
制
度
が

あ
り
ま
す
。

　

各
制
度
の
詳
細
や
手
続
き
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

老
人
医
療

　

65
歳
以
上
70
歳
未
満
の
方
（
所

得
等
に
よ
る
制
限
あ
り
）

重
度
心
身
障
が
い
児
（
者
）
医
療

　

65
歳
未
満
で
重
度
の
障
が
い

（
①
身
体
障
害
者
手
帳
１
～
３

級
②
級
療
育
手
帳
Ａ
ま
た
は
Ｂ

１
相
当
）
の
方

母
（
父
）
子
家
庭
医
療

　

満
18
歳
に
達
す
る
日
以
後
の

最
初
の
３
月
31
日
ま
で
の
間
、

児
童
と
そ
の
母
（
父
）
親

重
度
心
身
障
が
い
老
人
健
康
管

理
事
業

　

65
歳
以
上
で
重
度
の
障
が
い

（
①
身
体
障
害
者
手
帳
１
～
３

級
②
療
育
手
帳
Ａ
ま
た
は
Ｂ
１

相
当
）
の
方

■問
戸
籍
・
保
険
課
（
☎
８
８-

６

６
３
４
）

上野支局長より委嘱状の伝達を受ける髙田さん。

児童扶養手当

特別児童扶養手当

支給対象

支 給 額
（月　額）

「ひとり親家庭」、または「父親か母親が重度障がい
の状態にある家庭」で、児童を養育している方

全部支給の場合　　　　　　41,430円

一部支給の場合　　　　9,780円～41,420円

支給対象

おおむね「身体障害者手帳１～３級および４級の一
部」、または「療育手帳ＡおよびＢの一部」に該当
する障がいのある20歳未満の児童を、在宅で養育・
介護している父母等

支 給 額
（月　額）

特別児童　　　　　　　　　該当児童１人につき 50,400円扶養手当 １級

＊所得に応じて支給額は変わります。対象児童が、２人目は5,000円、３人目
　以降は１人増えるごとに3,000円を加算。

　

本
町
を
通
過
す
る
新
名

神
高
速
道
路
の
建
設
は
、

こ
の
ほ
ど
計
画
の
凍
結
が

解
除
さ
れ
、
事
業
が
再
開

さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
受
け
、
今
後
の

進
め
方
な
ど
に
つ
い
て
、
事

業
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　

８
月
８
日
（
水
）
午

後
７
時
～

場
所　

総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

内
容　

▼
事
業
計
画
概
要

▼
今
後
の
進
め
方

そ
の
他
の
問
合
せ
先　

西
日

本
高
速
道
路
㈱
関
西
支
社

新
名
神
京
都
事
務
所
宇
治

田
原
城
陽
工
事
区（
☎
０
７

５-

５
９
５-

４
９
３
２
）

／
府
建
設
交
通
部
道
路
計

画
課
（
☎
０
７
５-

４
１

４-

５
２
５
０
）

新名神高速道路「事業説明会」を開催します
８月８日、総合文化センターで ■問建設・環境課　☎88－6639

新名神高速道路

■問宇治田原分署
　 ☎88－5500

こちら消防分署

　この時季は暑さによる
不注意や、帰省・行楽で
外出する際の火の不始末
などが原因で火災が起こ
りやすくなります。家庭
や地域で火災を予防しま
しょう。

・調理中にコンロから離れ
るときは必ず火を消しましょう。

・火のついたローソク・線香は倒れな
いよう注意を。蚊取り線香は専用器
具を使いましょう。

・花火をするときは、大人が必ず一緒

に。水バケツを用意して、注意書きを
読み正しく使用。後始末をきちんと行
いましょう。

　消防署員・消防団員が訪問し販売するこ
とはありません。特定の業者に点検や販売
を委託することはありません。業者の服装
や話に惑わされないようご注意ください。
一般家庭では法令による点検の義務は
ありません。お困りのときは相談窓口へ
・相談窓口▶消費生活相談窓口（産業振
　興課内☎88-6638）▶京都府消費生

活安全センター☎075-671-0004

火災警報器･消火器の
悪質点検･販売にご注意

夏
の
火
災
予
防
運
動
（
８／１
～
７
）

「
消
す
ま
で
は 

出
な
い

行
か
な
い 

離
れ
な
い
」

員
は
次
の
皆
さ
ん
。

・
奥
村　

満
子
さ
ん

　
（
郷
之
口
）

・
潮
見　

博
司
さ
ん

　
（
郷
之
口
）

・
谷
川　

利
明
さ
ん

　
（
奥
山
田
）

・
髙
田
美
智
子
さ
ん

　
（
岩　

山
）

特別児童　　　　　　　　　該当児童１人につき 33,570円扶養手当 ２級

新名神高速道路
建設のスケジュール

測量・調査

協議用図面作成

設計協議

幅杭設置

用地取得

埋蔵文化財調査

工事着手

完　　成

▶
▶

▶
▶

▶
▶

▶

完成目標＝平成35年度



子 育 て 支 援
センター事業

8月

August 2012 06

子育て通信

■問地域子育て支援センター（☎８８－６６２２・FAX８８－３１０４）

親子で一緒にあそんだり、育児の情報交換のできる場として「地域子育て支援センター」
を開設しています。いつでも気軽にお越しください。子育てに
関する相談も受け付けています。（平日：午前９時30分～午後４時）

日 月 火 水 木 金 土

事 業 名

時　　間
場　　所

内　　容

３ ４

10 11９８７６５

17 18161514

24 252322212019

26 27 28

２

29

１

1312

30 31

子育てサークル活動日
たんぽっぽサークル
８日（水）10：30～
子育て支援センター
ママ＇sアクション
29日（水）10：30～
みんなの家

 ・まいまいあそびの広場
　１才半から就学までの親子

 ・まいまいおでかけ広場
　妊婦さんから就学までの親子及び

　子育て支援に関心のある方

９／１

園庭開放

10：00～11：30
町立保育所

雨天中止

子育て支援センター
10：00～11：15

まいまい
ネンネ広場

臨床心理士による
子育て相談（要予約）

　21日（火）10：00～正午
　子育て支援センター

子育て支援センター
10：00～11：15

まいまい
ヨチヨチ広場

10：00～正午
緑苑坂自治会館

　対 象 者
 ・まいまいネンネ広場
　妊婦さんや７か月くらいまでの親子

 ・まいまいヨチヨチ広場
　８か月から１才半くらいまでの親子

まいまい
おでかけ広場

みんなの家
10：00～正午

まいまい
おでかけ広場

保育所ホール
10：00～11：30

まいまい
あそびの広場

　　今月の保健･予防案内
マタニティ教室（妊娠・栄養編）○予 　６日（月）　午後１時15分～３時30分
BCG予防接種　22日（水）　〈受付〉午後１時15分～２時
二歳児歯科健診　24日（金）　〈受付〉午後１時～１時30分
幼児健康診査　29日（水）　〈受付〉午後１時～１時30分
一般・乳幼児健康相談○予 　14日（火）、20日（月）　〈受付〉午前９時～11時
乳幼児身体計測○予 　24日（金）、29日（水）　〈受付〉午後２時～３時
場所 いずれも保健センター
○予 ＝要予約

　赤 ちゃんが生まれて大変な毎日を過ごしている新米

　　　ママさん！めまぐるしい育児・家事の日々、ちょっ

とした疑問、不安、ストレスなどを１人で抱えこんでいま

せんか？そんなママたちの講座です。

園庭開放

10：00～11：30
町立保育所

雨天中止しゃぼんだま
水あそび

絵の具あそび

保健師
■問 保健センター（☎88－6636）

こんにちは

　元気はつらつ！ 若返り塾〔８月〕
地　区　場　所 時　　　　間開　催　日

高 尾 公 民 館 午前10時～正午24日（金）

■問在宅介護支援センター（☎88－5784）

　持ち物▶布
どなたでも
参加できます。

です

「健康づくりのつどい」

水あそび

スリング作り

「みんなの家」開放日
毎週水･金曜日　10：00～16：00

子どもと遊んだりおしゃべりに
利用しましょう！

初めて子どもを育てる
母親のための　子育て講座

対　象　　第１子（２か月～６か月児）とその母親

定　員　　先着20組

費　用　　無料・テキスト代（840円）

日　時　　10月３・17・24・31日水

　　　　　午前10時～正午　〔合計：４回〕

講　師　・中田正代（BPファシリテーター、地域子育て

　　　　　　　　　　　支援センター所長）

　　　　・青山晃子（BPファシリテーター・保育士）

場　所　　総合文化センター研修室１

申込締切　 ８月24日金

　「健康づくりのつどい」を９月２日（日）に、総合文化センターで行います。
このつどいでは、「歯周疾患検診」や「骨粗しょう症検診」が無料で受診
できます。また「運動」や「食」をはじめとする、健康なカラダづくりに
関する多彩なコーナー・講座を設けています。
　誰もが健康でありたいと望んでいますが、いざ「健康づくりを実践」と
なると、なかなかそうはできないものです。健康づくりのつどいは、そ

郷 之 口 会 館 午前10時～正午22日（水）

銘 城 台 自 治 会 館 午前10時～正午８日（水）、23日（木）

３日（金） 午前10時～正午荒 木（やすらぎ荘）

南 公 民 館 午前10時～正午27日（月）

９日（木） 午前10時～正午岩 山 会 館

緑 苑 坂 自 治 会 館 午前10時～正午２日（木）、28日（火）

１日（水） 午前10時～正午禅 定 寺 会 館

立 川 公 民 館 午後 2 時～4 時６日（月）

６日（月） 午前10時～正午湯 屋 谷 会 館

奥 山 田 会 館 午後 2 時～4 時27日（月）

しゃぼんだま
水あそび

みんなの家休館日みんなの家休館日

郷之口会館
10：00～正午

まいまい
おでかけ広場

しゃぼんだま
スライム

園庭開放

10：00～11：30
町立保育所

雨天中止

ママ＇sアクション「夏祭り」
バザーやうちわ作り、わらべうた
など色々あります。お楽しみに。
10日（金）10：00～
みんなの家

広場参加者の皆さんへ

「しゃぼんだまあそび」や、「水あそび」のときは、
着がえやタオルを持ってきてくださいね。
帽子は、必ずかぶってきてね。{ { 参加

募集

ご自分のカラダを考えるキッカケに、ぜひ来場ください。

んな方たちに楽しく健康づくりの方法を知ってもらおう
と、毎年９月に開催しているイベントです。できるかぎり
多くの方に来場してもらえるよう、毎年、開催内容の工
夫を図っています。そんな「健康づくりのつどい」にぜひ
一度、ご来場ください。詳しくは今月号の折込みでご確
認ください。 杉原生子 保健師

食でいきいきコーナー

歯周疾患検診

ニュースポーツ体験コーナー

骨粗しょう症検診

　９　／　２日

昨年のようす

広報うじたわら 平成24年8月号07

　食 改の窓　食を通じた健康管理

（１人分） エネルギー 57kcal　蛋白質 1.7ｇ　脂質 3.2ｇ　カルシウム 38mg　塩分 0.9ｇ

No.137　寒 天 サ ラ ダ

夏に良い涼しそうな
おかずになりました!!

 今月の食改さん

今西　定子さん
 第１班（郷之口）

　煮炊きするもので
はなく、野菜を切っ
て冷やして仕上げる
ので、お手軽にでき
ます。

材　料

わかめ（戻したもの）…60g
糸寒天…10g
赤ピーマン…30g
長いも…50g
きゅうり…1本
レタス…40g
みょうが…3個
刻みのり（焼き）…4g

作り方

１ わかめは湯通しして小口切り
にする。

２ 糸寒天は、水にもどして柔
らかくして３～４㎝にきる。

３ ピーマン、長いも、きゅうり、
レタス、みょうがは千切り
にする。（みょうがは水に
さらしてあくをとる）

４ Ａを合わせて冷やしておく。

５ 水気を切った①、②、③を
バランスよく器に盛り、の
りを上から飾り、食べる直
前に④をかける。

（４人分）

暮らしの

情報
I N FO RMAT I ON

■問＝問合せ先　■申＝申込先

日 　 月 　 火 　 水 　 木 　 金 　 土

　 　 　 　 　 　 １ 　 ２ 　 ３ 　 ４

５ 　 ６ 　 ７ 　 ８ 　 ９ 　10　 11

12　 13　 14　 15　 16　 17　 18

19　 20　 21　 22　 23　 24　 25

26　 27　 28　 29　 30　 31

8月

募　

集

社協通信

■問 ･■申社会福祉協議会 ☎88－3294・FAX88－4094

場　所　維孝館中学校調理室
講　師　管理栄養士　余呉淳子さん
定　員　先着１５名（1回のみの参加可）
持ち物　エプロン、三角巾、筆記用具
参加費　材料代として１回５００円

自
衛
官
募
集

　高血圧や高脂血症、糖尿病、動脈硬化、ガンなど
の「生活習慣病」を予防し、いきいきと健康に過ごす
ための食生活を考えましょう！

　　わさび（練り）…小さじ１/２
　　しょうゆ…大さじ1
Ａ　サラダ油…大さじ1
　　酢……小さじ２
　　レモン汁…小さじ２

第
46
回
町
民
体
育
大
会

ポ
ス
タ
ー
募
集

　

今
年
の
町
民
体
育
大
会
の
ポ

ス
タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

対
象　

町
内
在
住
の
小･

中
学
生

規
格　

四
つ
切
り
画
用
紙

条
件　

図
案
に
は
①
第
46
回
町

民
体
育
大
会
②
期
日
＝
平
成
24

年
10
月
14
日
（
日
）
③
場
所
＝

宇
治
田
原
町
住
民
グ
ラ
ウ
ン
ド

の
３
点
を
入
れ
る
。
作
品
の
裏

面
に
、
学
校
名
・
学
年
・
ク
ラ

ス
・
氏
名
を
明
記

申
込
期
限　

９
月
５
日
（
水
）

そ
の
他　

入
賞
者
に
は
賞
状
と

副
賞
あ
り

■問
・
■申
体
育
協
会
事
務
局
（
住

民
体
育
館
内
☎
８
８-

４
５
６
７
）

体
振
第
３
回

カ
ロ
ー
リ
ン
グ
大
会

　

日
本
で
生
ま
れ
た
全
世
代
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
ス
ポ
ー

ツ
を
体
験
し
ま
せ
ん
か
。

日
時　

９
月
８
日
（
土
）
午
前

９
時
～

場
所　

住
民
体
育
館
ア
リ
ー
ナ

対
象　

小
学
生
以
上
の
町
内
在

住
・
在
勤
者

内
容　

３
人
１
組
で
チ
ー
ム
編

成
し
、
各
チ
ー
ム
の
合
計
得
点

で
順
位
決
定
。
６
イ
ニ
ン
グ
制

×
３
ゲ
ー
ム
。
チ
ー
ム
編
成
で

き
な
い
場
合
は
主
催
者
で
編
成

参
加
費　

無
料

備
考　

上
位
入
賞
チ
ー
ム
に
賞

品
。
全
員
に
参
加
賞

申
込
み　

住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

電
話
番
号
を
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ

申
込
期
限　

９
月
１
日
（
土
）

持
ち
物　

屋
内
用
シ
ュ
ー
ズ

■問
・
■申
体
育
振
興
会
事
務
局

（
住
民
体
育
館
内
☎
８
８-

４
５

６
７
・
FAX
８
８-

４
２
２
２
）

企
画
公
募
型
ふ
る
さ
と
保
全
活
動
in

宇
治
田
原
町「
都
市
と
の
交
流
事
業
」

　

糠
塚
環
境
保
全
会
と
宇
治
田

原
町
中
山
間
ふ
る
さ
と
・
水
と

土
保
全
事
業
推
進
委
員
会
で
は
、

都
市
住
民
と
の
交
流
を
図
る
た

め
本
事
業
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　

９
月
１
日
（
土
）
午
前

10
時
～
午
後
２
時

場
所　

袋
谷
親
水
公
園

内
容　

▼
た
め
池
の
機
能
学
習

▼
稲
刈
り
体
験
▼
魚
つ
か
み
▼

花
摘
み
な
ど

参
加
費　

１
人
５
０
０
円
（
３

歳
以
下
無
料
）。
小
学
生
以
下

は
保
護
者
同
伴

募
集
人
数　

先
着
１
０
０
名

申
込
み　

参
加
者
（
グ
ル
ー
プ

は
全
員
）
の
①
住
所
②
氏
名
③

電
話
番
号
を
記
入
し
、ハ
ガ
キ
・

Ｆ
Ａ
Ｘ
・
メ
ー
ル
。
電
話
・
窓

口
で
の
申
込
み
も
可

申
込
期
限　

８
月
22
日
（
水
）

■問
・
■申
産
業
振
興
課
（
☎
８
８-

６
６
３
８
・
FAX
８
８-

３
２
３
１
・

Ｅ
メ
ー
ルsangyou@

tow
n.

ujitaw
ara.kyoto.jp

）

生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

文
化
祭
２
０
１
２

作
品
・
出
演
者
募
集

　

10
月
24
日
（
水
）・
26
日
（
金
）

～
28
日
（
日
）
に
、
総
合
文
化
セ

ン
タ
ー
で
開
催
す
る
文
化
祭
へ

の
出
品
作
品
、
出
演
者
を
募
集

し
ま
す
。

募
集
内
容

❶
作
品
展
示　

▽
書
道
▽
絵
画

▽
陶
芸
▽
生
け
花
ほ
か
（
26
～

28
日
）

❷
舞
台
発
表
・
コ
ン
サ
ー
ト

▽
舞
踊
、
ダ
ン
ス
等
舞
台
発
表

（
28
日
午
後
１

時
～
）
▽
吹
奏

楽
、
コ
ー
ラ
ス

等
コ
ン
サ
ー

ト
（
27
日

午
後
１
時
～
）

▽
の
ど
自
慢
（
24
日
午
後
６
時

30
分
～
）

※
出
演
順
序
は
主
催
者
に
一
任
。

リ
ハ
ー
サ
ル
等
に
要
参
加
。

の
ど
自
慢
は
定
員
25
名
、
申

込
多
数
の
場
合
は
抽
選

対
象　

町
内
在
住
・
在
勤
者

申
込
期
限　

８
月
20
日
（
月
）

申
込
み　

総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

に
備
付
け
の
申
込
書
を
提
出

■問
・
■申
教
育
委
員
会
教
育
課（
☎

８
８-

５
８
５
０
）

募
集
種
目
と
資
格

①
航
空
学
生
＝
高
卒
等
（
見
込

含
）
21
歳
未
満
の
方

②
一
般
曹
候
補
生
＝
18
歳
以
上

27
歳
未
満
の
方

③
自
衛
官
候
補
生
（
女
子
）
＝

18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
方

申
込
期
限　

９
月
７
日
（
金
）

■問
・
■申
宇
治
地
域
事
務
所
（
☎

４
４-

７
１
３
９
）

京
都
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス

ウ
ィ
ー
ク
「
ポ
ス
タ
ー
」
募
集

　

府
で
は
「
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・

バ
ラ
ン
ス
（
仕
事
と
生
活
の
調

和
）」
に
つ
い
て
更
な
る
理
解
を

深
め
る
機
会
と
し
て
、「
京
都
ワ
ー

ク･

ラ
イ
フ･

バ
ラ
ン
ス
ウ
ィ
ー

ク
」（
11
月
19
～
25
日
の
１
週

間
）
を
設
定
し
て
い
ま
す
。
そ

の
普
及
・
啓
発
の
た
め
ポ
ス

タ
ー
デ
ザ
イ
ン
を
募
集
し
ま
す
。

テ
ー
マ　

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・

バ
ラ
ン
ス
に
つ
い
て
考
え
よ
う
！

規
格　

Ｂ
３
判
ま
た
は
四
つ
切

り
画
用
紙
。彩
色･

画
材
は
自
由
。

１
人
何
点
で
も
応
募
可
。
標
語

そ
の
他
文
字
を
入
れ
て
も
可
。

発
表
・
展
示　

全
応
募
作
品
を

「
Ｋ
Ｙ
Ｏ
の
あ
け
ぼ
の
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
」（
11
月
23
日
、
京

都
テ
ル
サ
）
で
展
示
。
平
成
25

年
度
同
ウ
ィ
ー
ク
の
広
報
チ
ラ

シ
等
に
採
用

募
集
期
限　

10
月
１
日
（
月
）

栄養士さんからの食事学と調理実習

食事の介護講座

日　時　８月4日土 18日土
　　　　いずれも午前10時～正午

剪
定
枝
チ
ッ
プ
化
物
の
配
布

　
（
農
家
等
事
業
者
向
け
）

対
象　

城
南
衛
生
管
理
組
合
管

内
で
農
業
等
を
営
む
事
業
者

申
込
期
間　

８
月
７
日
（
火
）
～

14
日
（
火
）
※
数
量
限
定

申
込
み　

申
込
書
を
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま

た
は
郵
送
。
申
込
書
は
組
合
施

設
、役
場
に
備
付
け
。組
合
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可

配
布
期
間　

８
月
27
日
（
月
）
～

９
月
７
日
（
金
）
午
前
９
時
～

午
後
４
時

配
布
場
所　

奥
山
リ
ユ
ー
ス
セ

ン
タ
ー

配
布
方
法
・
料
金　

▼
本
人
引
取

り
の
場
合
＝
軽
ト
ラ
ッ
ク
、
４

ｔ
車
ま
で
の
ダ
ン
プ
ま
た
は
ト

ラ
ッ
ク
で
各
自
配
布
場
所
ま
で
。

１
㎥
５
０
０
円

▼
配
達
の
場
合
＝
希
望
場
所
に

配
達
。当
日
立
会
い
必
要
。１
㎥

１
，０
０
０
円
（
配
達
費
込
）

■問
・
■申
奥
山
リ
ユ
ー
ス
セ
ン
タ
ー

（
〒
６
１
０-

０
１
２
１
城
陽
市

寺
田
奥
山
１
・
☎
５
３-

３
５

８
１
・
FAX
５
３-

３
５
８
９
）

訂
正
と
お
詫
び

　
「
町
民
の
窓
７
月
号
」
に
お

い
て
９
ペ
ー
ジ
の
モ
ニ
タ
ー
通

信
記
事
中
に
誤
り
が
あ
り
ま
し

た
。「
信
西
（
道
憲
）」
と
あ
る

の
は
「
通
憲
」
の
誤
り
で
す
。

子どもに大人気の稲刈り体験。

■問
・
■申
京
都
府
府
民
生
活
部

男
女
共
同
参
画
課
（
☎
０
７
５-

６
９
２-

３
２
３
６
）

■問福祉課（☎88－6635）

ご協力
ありがとうございます

日本赤十字社資
　［宇治田原分区分総額］

1,076,129 円

　５月に、各区・自
治会を通じてご協力
いただいた社資は、
災害救護活動や国際
救援活動などの赤十
字事業の推進に活用
させていただきます。



難
病
相
談
（
膠
原
病
）

日
時　

８
月
８
日
（
水
）
午
後

１
時
～
３
時
30
分
受
付
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休館日　毎週火曜日
　30日（木・館内整理日）
おはなし会
　①11日（土） 11：00～
　②25日（土） 11：00～

今月の予定

■問 町立図書館（☎88－5852）図 書 館 だ よ り

『
父
さ
ん
の
手
紙
は

　
　

ぜ
ん
ぶ
お
ぼ
え
た
』

タ
ミ･

シ
ェ
ム=

ト
ヴ 

著

　

今
は
78
歳
に
な
っ
た
ジ
ャ

ク
リ
ー
ン
が
、
戦
時
中
過

ご
し
た
日
々
を
回
想
す
る

ド
キ
ュ
メ
ン
ト
で
す
。
当

時
、
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
の

侵
攻
に
よ
っ
て
、
オ
ラ
ン

ダ
に
い
る
多
く
の
ユ
ダ
ヤ

人
が
犠
牲
に
な
り
ま
し
た
。

彼
女
が
ナ
チ
ス
の
迫
害
を

逃
れ
、
名
を
変
え
家
族
ば

ら
ば
ら
に
な
り
な
が
ら
も
、

懸
命
に
生
き
て
き
た
姿
が

描
か
れ
て
い
ま
す
。

　

彼
女
の
父
か
ら
送
ら
れ

た
手
紙
の
ユ
ー
モ
ア
な
絵

が
、
娘
へ
の
愛
情
と
し
て

伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

『
伝
説
の
灘
校
教
師
が
教
え
る

　

一
生
役
立
つ
学
ぶ
力
』

橋
本　

武 

著

　

灘
校
と
い
え
ば
国
内
屈

指
の
進
学
校
で
す
。
そ
の

中
学･

高
校
で
50
年
間
教
師

を
し
て
き
た
著
者
が
行
っ

た
ユ
ニ
ー
ク
な
授
業
の
実

践
を
記
し
た
本
で
す
。
有

名
な
進
学
校
だ
か
ら
相
当

厳
し
い
管
理
教
育
が
行
わ

れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
と
想

像
さ
れ
ま
す
が
、
実
は
そ

う
で
は
な
い
よ
う
で
す
。

著
者
が
子
ど
も
た
ち
に
伝

え
た
か
っ
た
こ
と
と
は
何

だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　

読
ん
で
み
た
い

　
　
　

こ
の
一
冊

夏休み工作教室

８月９日木 　午前10時～
総合文化センター　研修室２

Infor　
　mation

厚紙と輪ゴムを使って、とびはねる
おもちゃをつくります。

お
知
ら
せ

「輪ゴムでぴょん！」

定　員　先着20名
対　象　幼児・小学生
　　　　※ハサミを使うので、小さなお子さん
　　　　　は保護者同伴
申込み　来館または電話
参加費　無料
持ち物　はさみ、カッター、色ペン

■問･■申町立図書館（☎88－5852）

相　

談

こ
ち
ら
消
費
生
活
相
談
窓
口

太
陽
光
発
電
契
約
ト
ラ
ブ
ル

　

太
陽
光
発
電
設
備
を
設
置
す

る
ご
家
庭
が
増
加
し
て
い
る
の

に
伴
い
、
訪
問
販
売
等
の
契
約

に
関
す
る
苦
情
件
数
も
増
加
し

て
い
ま
す
。主
な
苦
情
原
因
は
、

補
助
金
や
売
電
収
益
に
つ
い
て

の
不
正
確
な
説
明
、
契
約
を
急

が
せ
て
冷
静
な
判
断
を
妨
げ
る

勧
誘
方
法
な
ど
で
す
。
高
額
な

買
い
物
で
あ
る
た
め
、
設
置
を

検
討
す
る
場
合
は
、
複
数
の
見

積
り
を
取
っ
て
冷
静
に
判
断
し

ま
し
ょ
う
。
事
前
に
、
機
器
の

発
電
・
変
換
効
率
や
価
格
、
設

置
工
事
費
、
電
気
工
事
費
用
、

保
証
内
容
、
サ
ポ
ー
ト
体
制
を

し
っ
か
り
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　

太
陽
光
発
電
設
備
は
、
設
置

費
用
を
回
収
す
る
ま
で
20
年
以

上
か
か
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

そ
の
間
に
屋
根
を
含
む
リ
フ
ォ
ー

ム
を
予
定
し
て
い
る
場
合
は
、

そ
う
し
た
こ
と
も
踏
ま
え
て
検

討
し
て
く
だ
さ
い
。

８
月
の
消
費
生
活
相
談
日

14
・
28
日
（
火
）
午
前
10
時
～

正
午
、
午
後
１
時
～
４
時

相
談
方
法　

役
場
２
階
第
２
会

議
室
へ
来
庁
ま
た
は
電
話
（
☎

８
８-

６
６
１
６
〈
当
日
用
〉）

８
月
の
多
重
債
務
法
律
相
談

▼
城
陽
市
福
祉
セ
ン
タ
ー
３
日

（
金
）
▼
京
田
辺
市
社
会
福
祉
セ

ン
タ
ー
21
日
（
火
）
▼
木
津
川

市
役
所
北
別
館
10
・
24
日
（
金
）

い
ず
れ
も
午
後
４
時
～
７
時

▼
八
幡
市
生
活
情
報
セ
ン
タ
ー

７
日
（
火
）
午
後
１
時
～
４
時

消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
（
☎
０

５
７
０-
０
６
４-

３
７
０
）

■問
府
山
城
広
域
振
興
局
消
費
生

活
相
談
窓
口
（
☎
２
１-

２
４

２
６
）／
産
業
振
興
課
（
☎
８

８-

６
６
３
８
）

認
知
症
介
護
相
談
会

　

認
知
症
高
齢
者
の
介
護
は
認

知
症
の
知
識
や
介
護
技
術
だ
け

で
は
補
え
な
い
大
変
な
も
の
が

あ
り
ま
す
。
実
際
に
認
知
症
の

家
族
を
介
護
し
た
経
験
が
あ
る

相
談
員
に
、
普
段
抱
え
て
い
る

悩
み
や
疑
問
な
ど
を
話
し
て
み

ま
せ
ん
か
。「
認
知
症
の
人
と

家
族
の
会
」
の
相
談
員
が
個
別

の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

日
時　

８
月
31
日
（
金
）・
９

月
５
日
（
水
）
▼
午
前
の
部
＝

午
前
10
時
～
正
午
▼
午
後
の
部

＝
午
後
１
時
～
３
時

定
員　

各
日
先
着
４
名
（
各
回

２
名
）

申
込
期
限　

８
月
17
日
（
火
）

■問
・
■申
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
８
８-

３
７
１
９
）

「
き
こ
え
」
に
悩
ん
で
い
る
青

年
・
壮
年
の
集
い

日
時　

９
月
16
日
（
日
）
午
後

１
時
～
４
時

場
所　

山
城
地
域
活
動
支
援
セ

ン
タ
ー
（
さ
ん
さ
ん
山
城
）

対
象　

18
歳
～
50
歳
の
聞
こ
え

に
不
自
由
を
感
じ
て
い
る
方
と

そ
の
ご
家
族
、
聴
覚
障
が
い
者

福
祉
関
係
者
、
関
心
の
あ
る
方

内
容　

お
茶
を
飲
み
な
が
ら
テ
ー

マ
ご
と
に
楽
し
く
お
し
ゃ
べ
り
・

交
流

申
込
み　

氏
名
・
住
所
・
連
絡

先
を
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
郵
送

申
込
期
限　

８
月
31
日
（
金
）

■問
・
■申
山
城
地
域
活
動
支
援
セ

ン
タ
ー
（
〒
６
１
０-

０
３
３

２
京
田
辺
市
興
戸
小
モ
詰
18
・

☎
３
９-

７
１
１
３
・
FAX
６
５-

４
１
０
２
）

身
体
障
が
い
者
相
談

日
時　

整
形
外
科
＝
８
月
１
・

８
・
15
・
22
・
29
日
（
水
）
午

後
２
時
～
４
時
（
要
予
約
）

場
所　

府
家
庭
支
援
総
合
セ
ン

タ
ー
城
陽
相
談
室
（
城
陽
市
中

芦
原
）

内
容　

身
体
に
障
が
い
の
あ
る

方
に
対
す
る
相
談
（
補
装
具
相

談
、リ
ハ
ビ
リ
に
関
す
る
相
談
、

施
設
利
用
相
談
な
ど
）

■問
・
■申
福
祉
課
（
☎
８
８-

６
６

３
５
・
FAX
８
８-

３
２
３
１
）

場
所　

山
城
北
保
健
所

対
象　

膠
原
病
お
よ
び
そ
の
疑

い
が
あ
る
方
や
そ
の
家
族

内
容　

専
門
医
に
よ
る
個
別
相

談
と
指
導
・
助
言

担
当
医
師　

京
都
第
一
赤
十
字

病
院
糖
尿
病
・
内
分
泌
・
リ
ウ

マ
チ
科
部
長　

福
田
亙
さ
ん

定
員　

先
着
６
名

■問
・
■申
山
城
北
保
健
所
（
☎
２

１-

２
９
１
１
）

木
造
住
宅
へ
の
耐
震
診
断
士

の
派
遣
費
用
を
助
成

　

地
震
に
よ
る
木
造
住
宅
の
倒

壊
防
止
の
た
め
、
専
門
家
の
派

遣
・
診
断
費
用
を
助
成
し
ま
す
。

事
業
内
容　

▼
調
査
▼
結
果
説

明
▼
改
修
の
提
案
▼
概
算
工
事

費
・
補
助
制
度
等
の
説
明
な
ど

対
象　

次
の
す
べ
て
に
該
当
す

る
木
造
住
宅
の
所
有
・
居
住
者

・「
誰
で
も
で
き
る
わ
が
家
の

耐
震
診
断
」
の
結
果
、
評
点

が
９
点
以
下
。
自
身
で
同
タ

イ
ト
ル
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト（
建

設
・
環
境
課
備
付
け
。町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
掲
載
）
で
診
断

・
１
／
２
以
上
が
住
宅
の
用
に

供
さ
れ
て
い
る
住
宅
。
特
殊

な
工
法
等
の
住
宅
は
対
象
外

助
成
額　

▼
昭
和
56
年
５
月
31

日
以
前
に
着
工
し
、
現
に
完
成

し
て
い
る
住
宅
＝
診
断
費
用
５

万
千
円
の
う
ち
４
万
８
千
円
を

助
成
（
自
己
負
担
３
千
円
）

▼
右
記
以
外
の
住
宅
＝
診
断
費

用
５
万
千
円
の
う
ち
１
万
２
千

円
を
助
成
（
自
己
負
担
３
万
９

千
円
）

申
込
み　

申
請
書
に
、
▼
「
誰

で
も
で
き
る
わ
が
家
の
耐
震
診

断
」の
結
果
▼
対
象
物
の
面
積
・

構
造
・
用
途
等
が
確
認
で
き
る

書
類
を
添
付
し
提
出

申
込
期
限　

平
成
25
年
２
月
13

日
（
水
）

■問
・
■申
建
設
・
環
境
課
（
☎
８

８-

６
６
３
９
）

木
造
住
宅
の
耐
震
改
修
を
助
成

　

地
震
時
に
大
き
な
被
害
が
予

測
さ
れ
る
木
造
住
宅
の
耐
震
改

修
費
用
を
助
成
し
ま
す
。

対
象　

町
税
の
滞
納
が
な
く
、

次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
木
造

住
宅
の
所
有
・
居
住
者

・
既
に
本
町
の
木
造
住
宅
耐
震

診
断
を
受
け
て
い
る

・
そ
の
診
断
の
結
果
、
評
点
が

１
・
０
未
満
で
、
改
修
に
よ

り
評
点
を
０
・
７
以
上
に
向

上
さ
せ
る
。
※「
誰
で
も
で

き
る
わ
が
家
の
耐
震
診
断
」

の
評
点
と
は
異
な
る

・
都
市
計
画
区
域
内
（
お
お
む

ね
奥
山
田
を
除
く
区
域
）
に

あ
る
住
宅
は
、
昭
和
63
年
９

月
26
日
ま
で
に
着
工
し
、
現

に
完
成
し
て
い
る
こ
と

・
建
築
士
が
耐
震
改
修
設
計
と

工
事
監
理
を
行
う
こ
と

助
成
額　

▼
昭
和
56
年
５
月
31

日
以
前
に
着
工
さ
れ
た
住
宅
＝
改

修
費
用
の
３
／
４（
上
限
90
万
円
）

▼
昭
和
56
年
６
月
1
日
以
降
に

着
工
さ
れ
た
住
宅
＝
改
修
費
用

の
１
／
12
（
上
限
10
万
円
）

申
込
み　

申
請
書
に
、
設
計
見

積
書
、
補
強
計
画
書
等
を
添
付

し
提
出
。
添
付
書
類
の
詳
細
は

お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限　

平
成
25
年
２
月
13

日
（
水
）

■問
建
設
・
環
境
課
（
☎
８
８-

６

６
３
９
）

■問 企画･財政課（☎88－6632）

　宇治田原町を応援いただける全国の
篤志者からのご寄付（ふるさと納税）を、

「宇治田原の次代を担う子どもたちの施
策」などに活用させていただいています。
ふるさとへの応援をお待ちしております。
寄付に対しては、住民税や所得税が減額
されます。

ふるさと宇治田原町
を応援してください

広報うじたわら 平成24年8月号09

モニター通信

広報モニター
奥野　勝生さん（南）

「
地
域
の
シ
ン
ボ
ル
、

住
民
総
出
で
川
掃
除
」

 

符
作
川
上
流
の
山
峡

　
　
　

に
は
、
古
く
か
ら

水
の
神
と
し
て
、
世
人
の

尊
崇
を
集
め
た
龍
王
神
社

が
鎮
座
。
飢
饉
に
も
絶
え

る
こ
と
な
く
、
田
畑
を
潤

し
た
竜
王
の
滝
を
源
と
す

る
清
流
は
、
住
民
が
食
べ

物
を
洗
い
、
洗
面
・
洗
濯

し
、交
流
す
る
場
で
し
た
。

　

先
祖
代
々
、
神
社
を
お

祀
り
し
な
が
ら
、
い
つ
の

頃
か
ら
か
、
清
流
は
住
民

の
日
常
生
活
か
ら
遠
ざ
か
っ

て
、
ふ
と
気
付
け
ば
藻
が

繁
茂
し
、
悪
臭
を
放
つ
ド

ブ
川
へ
と
姿
を
変
え
て
い

ま
し
た
。

　

昔
を
懐
か
し
む
お
年
寄

り
の
嘆
き
に
、
若
い
住
民

の
間
に
も
「
地
域
の
シ
ン

ボ
ル
・
符
作
川
を
守
れ
」

の
気
運
が
広
が
り
、
現
在
、

季
節
の
節
目
や
汚
濁
の
状

態
に
合
わ
せ
て
、
住
民
総

出
で
川
掃
除
に
励
ん
で
い

ま
す
。
住
民
の
思
い
が
深

ま
り
、
多
く
の
方
が
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
し
て
参
加
さ

れ
ま
す
。
作
業
は
真
剣
で

す
が
、
毎
回
ワ
イ
ワ
イ
ガ

ヤ
ガ
ヤ
と
、
休
日
の
賑
や

か
な
ひ
と
と
き
。
小
休
止

時
に
は
、
普
段
は
滅
多
に

な
い
、
老
若
の
交
流
や
近

況
交
換
も
あ
り
、
楽
し
み

の
ひ
と
つ
で
す
。
地
域
に

あ
る
社
員
寮
に
住
む
海
外

研
修
生
の
協
力
に
も
感
謝

し
て
い
ま
す
。
パ
ン
や

ジ
ュ
ー
ス
の
手
配
な
ど
班

長
さ
ん
ご
苦
労
さ
ん
で
す
。

肝
心
の
作
業
の
効
果
は
、

直
後
の
数
日
間
は
き
れ
い

で
も
十
日
も
経
て
ば
元
の

黙
阿
弥
。
イ
タ
チ
の
追
い

か
け
っ
こ
で
も
継
続
は
力

な
り
で
す
よ
ね
。
心
な
し

か
、
い
っ
と
き
ほ
ど
の
ひ

ど
い
悪
臭
は
緩
和
し
、
見

た
目
も
ま
し
に
感
じ
ら
れ

ま
す
。
最
近
、
よ
く
耳
に

す
る
言
葉
「
自
助
・
共
助

･

公
助
」。
符
作
地
域
の
取

組
に
は
、
掃
除
後
の
ご
み

収
集
な
ど
で
町
に
は
ご
理

解
い
た
だ
い
て
い
ま
が
、

下
水
道
の
整
備
を
進
め
て
、

住
民
の
負
担
軽
減
を
お
願

い
し
ま
す
。

　

私
の
年
代
で
も
覚
え
て

い
る
龍
王
の
滝
の
雨
乞
い
。

う
な
ぎ
に
酒
を
飲
ま
せ
て

放
っ
た
滝
つ
ぼ
は
土
砂
に

埋
も
れ
て
い
ま
す
が
、
滝

近
く
の
岩
窟
に
は
伏
見
の

講
寄
進
と
伝
わ
る
仁
王
様

が
健
在
で
す
。上
の
茶
屋
・

下
の
茶
屋
で
接
待
し
た
往

時
の
様
子
が
偲
べ
ま
す
。

皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
お
訪
ね
く

だ
さ
い
。

まちかどほっとナウ
Ujitawara  Town  Topics 

「
ま
む
し
に
噛
ま
れ
た
」

と
き
は
救
急
車
を

　

ま
む
し
に
噛
ま
れ
た
ら
、
傷

口
を
動
か
さ
な
い
で
安
静
に
し
、

で
き
る
だ
け
早
く
患
者
を
医
療

機
関
に
運
ぶ
こ
と
が
大
切
で
す
。

応
急
手
当
や
早
期
治
療
が
必
要

で
す
の
で
、
救
急
（
救
急
車
）

を
要
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

農
作
業
な
ど
で
は
、
ま
む
し

に
十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■問
健
康
長
寿
課
（
☎
８
８-

６
６

三角形の頭部、中央に黒い斑点の
ある楕円形の斑紋が特徴です。

野
外
焼
却
（
野
焼
き
）
は
禁
止

　

野
外
で
ご
み
を
燃
や
す
「
野
外

焼
却
」
は
法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い

ま
す
。
ド
ラ
ム
缶
や
ブ
ロ
ッ
ク

囲
い
の
炉
で
の
焼
却
、穴
を
掘
っ

て
の
焼
却
な
ど
も「
野
外
焼
却
」と

な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
適
正
な
焼

却
設
備
を
用
い
た
場
合
に
限
り

一
部
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、

次
の
場
合
は
野
外
焼
却
の
例
外

と
な
り
ま
す
。
▼
地
方
自
治
体
等

が
行
な
う
河
川
敷
の
草
焼
き
▼

火
災
予
防
訓
練
▼
と
ん
ど
焼
き
、

塔
婆
の
供
養
焼
却
▼
畔
の
草
の

焼
却
▼
た
き
火
▼
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ

イ
ヤ
ー
な
ど
。
こ
れ
ら
の
行
為
の

際
は
、
水
の
入
っ
た
バ
ケ
ツ
や

消
火
器
を
用
意
し
、
煙
や
臭
い

が
ご
近
所
の
迷
惑
に
な
ら
な
い

よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
併
せ

て
、
宇
治
田
原
分
署
へ
「
火
災

と
ま
ぎ
ら
わ
し
い
煙
ま
た
は
火

災
を
発
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
行

為
の
届
出
書
」を
提
出
す
る
か
、

電
話
連
絡
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■問
建
設
・
環
境
課
（
☎
８
８-

６

６
３
９
）／
宇
治
田
原
分
署（
☎

８
８-

５
５
０
０
）

道
路
に
は
み
出
た
樹
木
は

枝
払
い
を

　

道
路
に
は
み
出
た
樹
木
や
倒

木
等
は
、「
通
行
人
」
や
「
車
両
」

の
妨
げ
と
な
り
ま
す
。

　

次
の
状
態
の
樹
木
の
所
有
者

は
、
伐
採
・
枝
払
い
を
し
て
く

だ
さ
い
。
▼
車
道
・
歩
道
に
枝

が
出
て
い
る
。
▼
車
道
・
歩
道

に
枯
れ
た
枝
や
折
れ
た
枝
が
出

て
い
る
。
▼
道
路
標
識
が
見
え

に
く
い
。
▼
大
型
車
両
な
ど
の

通
行
に
支
障
が
あ
る
。
こ
の
よ

う
な
状
態
で
な
く
て
も
、
そ
の

お
そ
れ
が
あ
る
場
合
に
は
、
早

め
に
枝
払
い
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

事
故
が
発
生
し
た
場
合
に
は
、

樹
木
等
の
所
有
者
の
責
任
を
問

わ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
普

段
か
ら
管
理
を
心
掛
け
、
強
風

や
大
雨
の
と
き
に
は
特
に
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。

　

通
行
の
支
障
と
な
っ
て
い
る

植
木
や
生
け
垣
が
あ
れ
ば
、
ご

連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

■問
建
設
・
環
境
課
（
☎
８
８-

６

６
３
７
）

下
水
道
の
使
用
人
数
に

変
更
あ
れ
ば
届
出
を

　

公
共
下
水
道
を
使
用
し
て
い

る
方
は
、
使
用
人
数
に
変
更
が

わ
く
わ
く
ワ
ー
ク
祭
り

2012

　

職
業
体
験
や
も
の
づ
く
り
体

験
を
通
し
て
、子
ど
も
た
ち
に
、

も
の
づ
く
り
の
楽
し
さ
を
知
る

機
会
を
提
供
し
ま
す
。

内
容　

▼
職
業
「
体
験
ブ
ー
ス
」

▼
も
の
づ
く
り
教
室
▼
地
域
魅

力
発
信
ブ
ー
ス
ほ
か

日
時　

８
月
19
日
（
日
）
午
前

10
時
～
午
後
３
時

場
所　

京
都
文
教
大
学

■問
宇
治
青
年
会
議
所
（
☎
２
３-

３
１
７
２
）

　田原小学校の３年生
45名 が、「21お 茶 の
ふるさと塾」や「宇治田
原手揉み保存会」のメ
ンバーを講師に迎え、
お茶の手揉みやホット
プレートでの製茶を体
験しました。手揉み体
験では実際にホイロ

（和紙が貼られた乾燥
設備）を使い、蒸した茶葉を両手ですり合わせながら乾燥させていく作
業に挑戦しました。永谷宗円翁が発明した伝統製法を体験した澤田未来
さんは、「お茶づくりは大変な作業。このような作業を繰り返して緑色
のおいしいお茶を発明した宗円さんはすごい」と感心していました。

宗円さんの偉業に感心
田原小３年生「お茶づくり体験」

近畿大会での好試合に手ごたえ
女　子
ソフト　宇治田原ビューティーズ

町内学校へ水銀灯など提供
ニチダイ宇治田原工場

３
６
）

あ
る
場
合
は
届
け
出
て
く
だ
さ

い
。
な
お
、
上
水
道
以
外
の
井

戸
水
等
で
下
水
道
を
使
用
し
て

い
る
方
は
、
下
水
道
料
金
が
使

用
人
数
に
よ
っ
て
変
わ
り
ま
す
。

■問
上
下
水
道
課（
☎
８
８-

３
３

３
７
）

　滋賀県草津市で行わ
れた第27回近畿小学
生ソフトボール大会に、
宇治田原ビューティー
ズが京都府の代表とし
て出場しました。初戦、
和歌山代表のクイーン
フラワーズには16対４
と圧勝。続く２回戦で
は兵庫代表の姫路プリ

ンセスに５対７と惜しくも敗れましたが、選手たちにとっては、府県の代表
チームとの好試合に、確かな手ごたえを感じた大会となりました。

　禅定寺地域にある株式会社ニチダイ宇治田原工場では、節電対策とし
て場内の照明を消費電力の少ないＬＥＤに取り換えました。この際に出た

「400Ｗの水銀灯とメタルハライ
ドランプを町施設で使用してほ
しい」と寄付を頂きました。提
供を受けたのは 水銀灯36個、
メタルハライドランプ 53個。こ
れらは、町内の小・中学校の体
育館などで活用させていただき
ます。

　７　／　８

　６　／　29

　７　／　13



　

皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。

　

お
盆
に
は
、
多
く
の
人
が
お

墓
参
り
に
帰
省
さ
れ
ま
す
。

　

盆
の
な
ら
わ
し
は
、
地
域
や

宗
派
に
よ
っ
て
も
異
な
り
ま
す

が
、
年
に
一
度
ご
先
祖
さ
ん
を

お
迎
え
し
ま
す
。
提
灯
を
飾
っ

た
仏
壇
に
は
「
な
な
い
ろ
」
の

夏
野
菜
や
水
、
精
進
料
理
が
お

供
え
さ
れ
ま
す
。
ご
先
祖
さ
ん

が
ナ
ス
で
作
っ
た
牛
に
荷
車
を

引
か
せ
て
、
キ
ュ
ウ
リ
で
作
っ

た
馬
に
乗
っ
て
往
来
さ
れ
る
と

い
う
言
い
伝
え
も
あ
り
ま
す
。

　

帰
っ
て
来
ら
れ
る
先
祖
の
精

霊
を
「
お
し
ょ
ら
い
さ
ん
」
と

言
っ
て
、
十
三
日
に
菩
提
寺
な

ど
へ
迎
え
に
行
き
、
十
六
日
に

は
、
川
の
橋
の
た
も
と
で
見
送

り
ま
す
。

　

京
都
で
は
十
六
日
に
大
文
字

五
山
送
り
火
が
行
わ
れ
ま
す
。

送
り
火
の
起
源
は
、
そ
れ
ぞ
れ

に
諸
説
が
あ
る
よ
う
で
す
が
、

こ
れ
も
先
祖
や
故
人
の
精
霊
を

送
る
行
事
で
す
。

　

大
文
字
は
、
八
時
か
ら
始
ま

り
、
最
初
に
大
の
字
の
二
画
目

の
長
さ
が
１
６
０
㍍
あ
る
と
い

う
巨
大
な
大
の
字
に
火
が
入
り
、

次
に
松
ヶ
崎
の
妙
法
に
、
そ
し

て
、
全
長
２
０
０
㍍
は
あ
る
船

形
万
燈
籠
と
左
大
文
字
に
、
最

後
に
鳥
居
形
松
明
が
点
火
さ

れ
、
五
山
の
送
り
火
が
京
の
夜

空
に
浮
か
び
上
が
り
ま
す
。

　

ま
た
、
全
国
各
地
で
は
盆
行

事
と
し
て
様
々
な
灯
ろ
う
流
し

が
行
わ
れ
ま
す
。
中
で
も
長
崎

の
精
霊
流
し
は
、
長
崎
く
ん
ち

と
と
も
に
有
名
で
す
。
精
霊
流

し
と
言
え
ば
、
灯
ろ
う
を
川
や

海
に
浮
か
べ
て
静
か
に
流
す
も

の
が
思
い
浮
か
び
ま
す
が
、
長

　ロンドン五輪が開幕しまし
た。男子サッカーが、初戦で
黄金世代のスペインに歴史的
勝利。なでしこジャパンに続
いての好発進となりました。
　夏が来ると、五輪競技で
はありませんが、剣道に打ち
込んだ小学生のころを思い出
します。真夏に防具を身に付
けて、汗が出つくすまでの厳
しい練習。試合でこの成果が
まったく出なかったこと。そ
れでも強いチームメイトのお
かげで、全国大会に出場し日
本武道館で試合ができたこ
と。いずれも、私にとっては
かけがえのない経験です。

（Ｋ）

　

盆
あ
れ
こ
れ
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くとうてん

（136）茶
さ

論
ろ ん

■投稿先　総務課広報（☎88－6631）　〒610－0289（住所記入不要）　Ｅメール info@town.ujitawara.kyoto.jp

馬場　信雄さん　（82歳）

趣味のゲートボールに熱中していま
す。練習は週に３日。３度の食事を
きちんと取ります。

元気のヒケツに登場する80歳以上の方を募集中　「写真」に、「氏名（ふりがな）」、「年齢」、「元気の秘訣（50文字以内）」、「電話番号」を添えて、郵便または
Ｅメールでお送りください。ご希望があれば、広報担当者が写真撮影に伺います。
わが家のアイドルに掲載する乳幼児を募集中　写真と、子どもの「氏名（ふりがな）」・「年齢（〇歳〇か月）」、「メッセージ（25字以内）」をお送りください。

元気のヒケツ。 わが家のアイドル。

上林　苺
まい

楓
か

ちゃん　（6か月）

日々、スクスク育ってくれている
姿を見て、毎日が幸せです。(^w^)

崎
の
は
全
く
違
い
ま
す
。

　

大
小
様
々
な
曳
山
車
に
提
灯

等
で
飾
り
付
け
た
屋
形
船
の
よ

う
な
精
霊
船
が
爆
竹
や
鉦
を
鳴

ら
し
掛
け
声
か
け
て
市
内
を
巡

行
し
ま
す
。
大
変
賑
や
か
な
祭

り
の
よ
う
で
、
長
崎
出
身
の
歌

手
、
さ
だ
ま
さ
し
の
「
精
霊
流

し
」
で
も
唄
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

八
月
は
、
平
和
を
希
求
し
、

感
謝
の
月
で
も
あ
り
ま
す
。

　

連
日
の
猛
暑
日
。
皆
さ
ん
お

体
を
ご
自
愛
く
だ
さ
い
。

　

ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

（
宇
治
田
原
町
長

　
　
　
　
　
　

奥
田　

光
治
）

「本番へ向け練習開始。盛り上げようと『竹灯
とう

籠
ろう

』作りに汗」 奥山田「ねりこみ囃
ばや

し」

まちには、さまざまな協働のカタチがあります。そんな協働のまちづくりに汗を流す皆さんの活動や取組を紹介するのが
コラボスタイルです。

協働のカタチ

　

奥　
山
田
地
域
に
古
く
か
ら
受
け
継
が
れ
る

　
　
　

郷
土
芸
能「
ね
り
こ
み
囃
子
」。近
年
は
、

同
地
域
の
盆
ぼ
ん
ま
つ
り
と
と
も
に
８
月
15
日

の
夜
に
営
ま
れ
て
い
ま
す
。
鉦
や
笛
、
太
鼓
で

祇
園
囃
子
に
似
た
音
色
を
奏
で
天
神
社
に
奉
納

さ
れ
ま
す
。

　

今
年
も
８
月
15
日
の
本
番
を
控
え
、ね
り
こ
み

囃
子
の
練
習
が
、
同
保
存
会
に
よ
り
（
７
月
は

週
１
回
、
８
月
は
週
２
回
）
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
、
過
疎
・
高
齢
化
が
進
む
奥
山
田
を
も
っ

と
元
気
な
地
域
に
し
て
い
こ
う
と
す
る
仕
掛
人

集
団
「（
仮
称
）
奥
山
田
考
房
」
の
設
立
が
、
有

志
12
名
の
企
画
準
備
チ
ー
ム
に
よ
り
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
企
画
準
備
チ
ー
ム
が
、
今
年

の
ね
り
こ
み
囃
子
や
盆
ぼ
ん
ま
つ
り
で
、
会
場

の
天
神
社
周
辺
を
幻
想
的
な
空
間
に
演
出
し
よ

う
と
、
竹
灯
籠
を
並
べ
る
企
画
を
考
案
。
７
月

15
日
に
は
、
企
画
準
備
チ
ー
ム
の
メ
ン
バ
ー
や

区
役
員
、
有
志
区
民
約
20
人
が
、
竹
林
か
ら
青

竹
を
切
り
出
し
、
約
２
５
０
個
の
竹
灯
籠
作
り
に

汗
を
流
し
ま
し
た
。
当
日
は
、「
懐
か
し
の
ね

り
こ
み
囃
子
写
真
展
」も
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
保
存
会
や
区
で
は
、
ね
り
こ
み
囃
子
へ

の
区
内
外
か
ら
の
参
加
を
呼
び
掛
け
て
い
ま
す
。

↑数名の小・中学生も音出しが難しいとされる笛の練習に参
加（７月14日）。←山から切り出した竹を慣れた手つきで灯
篭用にカット（15日）。

届け世界へ！平和の鐘
　平和に感謝し未来に希望を願い、平和の
鐘の音色を世界の空へ響かせます。

広島平和体験学習発表会
　小学生たちが、ヒロシマで見たこと、
聞いたこと…感じたことを発表します。

平和友好特使 決意表明
　町を代表して長崎市へ赴く友好特使の
皆さんに、思いを語っていただきます。

みんな友達　ゆるキャラショー
　たくさんの「ゆるキャラ」と保育園児
たちのコラボダンス。会場のお友達も、
舞台に上がって一緒に「Let's dancing!!」。
舞台終了後、写真撮影会もあります。

みんな仲良く 模擬店（無料）
　「あてもの」や「スーパーボールすくい」
などをお楽しみください。

※模擬店の「整理券」は、ゆる
キャラショー終了後、さざんか
ホール出口付近で配布します。

■問宇治田原町非核平和都市推進協議会〔役場総務課内〕
　（☎88－6631）

みんなは「ゆるキャラ」の名前いくつ言えるかな？ 注意：万一、ゆるキャラに他の用事ができ
　　　た場合は欠場することがあります。

８月４日土
　午後３時～

入場無料 場所 ▶ 宇治田原町総合文化センター

西賀茂船山の「船形」

橋本　力
りき

弥
や

ちゃん　（2歳11か月）

もうすぐ３歳おめでとぅ♪兄ちゃん
達の様にたくましく★

森口　璃
り

亜
あ

ちゃん　（2歳）

お姉ちゃんと仲良くね
 （パパ  ママより）


